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I. 肢体不自由児への書写指導 実践事例報告























































































































































































































































































































ただし，師回 2枚で 1セットとし， 1枚目の作品で 1
枚のシート， 2枚目の作品でもう 1枚のシートを書くも
のとした。
グラフ 1～グラフ 2は対象児Aの， グラフ 3~4は対
象児Bのそれぞれ◎， 0の気づきの項目の個数である。
なお， A児は a, B児は bとする。実施期間は，平成21
年4月～22年3月 a, b各30セット (60枚）で行なった。






















































































グラフ 6, B児はグラフ 7～グラフ 8の通りである。
68 コミュニケーション発達支援について
次記のグラフ 5～グラフ 8から， B児はA児より字の
形を評価の対象の中心にしているということができる。
また， A児は字の大きさも評価の対象として重要視して 対象児A 自己評価◎の個数
いることがいえる。 35 





15 こあまり苦労せずにうまく書けることから，逆に線の太さ 10 
を意識していない。










15 は認知や記憶面での情報の支援を行なっていることに起因 10 
すると考えられる面もある。しかし，今回の事例ではA
児は，上肢機能に困難があり口唇を使って筆記するのに
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